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The Effect of Cooking Activity on Mood States: 
















 ① 大学生活への適応 
 ② 学習スキルの習得（リーディング、レポートライティング、批判的思考力、調査、プレゼ
ンテーション、タイムマネジメント、など） 
 ③ 当該大学についての理解と適応 
 ④ 自己分析 
 ⑤ 人生設計・キャリアプランつくりへの導入 
 ⑥ 学習目標・学習動機の獲得 
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倦怠 活動的快 非活動的快 
だるい 活気のある のんびりした 
疲れた 気力に満ちた おっとりした 
つまらない 元気いっぱいの ゆっくりした 
退屈な はつらつとした のどかな 
無気力な 陽気な のんきな 
 
 













尺 度  通常授業 共食活動 有意差 
｢倦怠」因子 
Ｍ 12.87 9.40 
** 
（ＳＤ） （2.95） （4.08） 
｢活動的快」因子 
Ｍ 15.60 19.73 
* 
（ＳＤ） （4.56） （5.54） 
｢非活動的快」因子 
Ｍ 17.80 17.07 
ns 
（ＳＤ） （2.54） （2.99） 
眠気 
Ｍ 6.43 3.25 
** 
（ＳＤ） （2.03） （3.00） 
疲労度 
Ｍ 4.80 3.53 
* 
（ＳＤ） （1.21） （1.30） 
意欲 
Ｍ 4.67 5.00 
ns 
（ＳＤ） （1.18） （1.51） 
                              *ｐ＜.05  **ｐ＜.01 
 
 
































付  記 
 
 本研究の調査にご協力くださいましたみな様に心より感謝申し上げます。 
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